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地
震
や
竜
巻
、
豪
雨
な
ど
、
全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

〜
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
〜

■
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

■
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

■
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

■
住
ま
い
の
安
全
対
策

◆
家
具
の
配
置
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　

就
寝
中
に
地
震
に
襲
わ
れ
る
と
家
具
の

転
倒
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
寝
室
に
は
、
な
る
べ
く

背
の
高
い
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
安
全
に
避
難
が
で
き
る

よ
う
に
出
入
り
口
や
廊
下
、
階
段
に
は
倒

れ
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　

家
具
の
転
倒
を
防
止
す
る
器
具
な
ど
を

取
り
付
け
て
家
具
を
壁
に
固
定
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
粘
着
マ
ッ
ト
や
粘

着
ベ
ル
ト
な
ど
で
家
具
を
固
定
す
る
こ
と

も
有
効
で
す
。

◆
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
ま

し
ょ
う

　

食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
食
器
が
飛

び
出
し
た
り
、
窓
が
割
れ
た
り
す
る
と
危

険
で
す
。
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

ガ
ラ
ス
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

■
家
族
で
防
災
会
議
を
開
き

ま
し
ょ
う

　

家
族
構
成
に
応
じ
て
物
資
を
用
意
し
、

す
ぐ
取
り
出
せ
る
場
所
（
玄
関
・
物
置
な

ど
）
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
料
は
、
特
別
な
も
の
を
備
蓄
し
な
く

て
も
、
普
段
購
入
し
て
い
る
も
の
で
賄
え

ま
す
。
常
温
で
保
存
で
き
、
火
気
類
を
使

わ
な
く
て
も
飲
食
で
き
る
も
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

　

飲
料
水
の
確
保
も
大
切
で
す
が
、
消
火

用
水
や
生
活
用
水
も
必
要
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
お
風
呂
の
水
を
た
め
置
き
し
た
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
備
蓄
す
る
な
ど
、

水
の
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

突
然
発
生
す
る
災
害
に
対
し
、
普
段
か

ら
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や

家
族
内
の
決
ま
り
ご
と
を
確
認
し
合
い
、

災
害
時
に
混
乱
す
る
こ
と
な
く
行
動
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
話
し
合
う
テ
ー
マ
】

○
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

○
避
難
所
、
避
難
経
路
の
確
認

○
災
害
時
の
連
絡
手
段
（
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」、
災
害
用
伝
言
板

「
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
」
な
ど
）

○
身
近
な
危
険
箇
所
の
確
認

■
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
を

備
え
ま
し
ょ
う

■非常持出品
□現金（小銭を多めに）　□健康保険証（コピー可）
□預金通帳・印鑑貴重品類

□携帯電話・充電器　□携帯ラジオ　□懐中電灯　□電池
□マッチ　□ローソク　□ナイフ（缶切り）　□時計道 具 類

□ヘルメット　□携帯レインコート　□軍手安全対策品

□常備薬　□救急医療品　□三角巾・ガーゼなど救急医薬品

□洗面用具　□ごみ袋　□ウェットティッシュ生活用品

□下着・靴下　□防寒着　□毛布　□タオル衣 類

□非常食（缶詰・レトルト食品など）　□飲料水
□粉ミルク・離乳食（乳幼児がいる場合）非常食・水

■非常備蓄品

１人１日３リットル飲 料 水

お米・パックのごはん・乾麺・カップラーメン・缶詰など保存食品

乳幼児の粉ミルク・離乳食・おやつ子ども食

給水用ポリタンク・カセットコンロ・トイレットペー
パー・ティッシュ・ウェットティッシュ・紙皿・紙コッ
プ・ラップ・ビニール袋など

生活用品

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

緯
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

問
い
合
わ
せ



広報なか８月号３

◆
那
珂
市
の
防
災
対
策

■
拠
点
避
難
所
の
備
え

　

避
難
所
は
市
内
に　

か
所
あ
り
ま
す
。

４１

そ
の
う
ち
、
拠
点
避
難
所
（
５
か
所
）
に

は
、
備
蓄
食
料
や
防
災
資
機
材
を
備
え
る

防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生

活
用
水
確
保
の
た
め
に
、
防
災
井
戸
を
設

置
し
ま
し
た
。

■
災
害
時
協
力
井
戸

　

災
害
に
よ
る
断
水
時
に
、
洗
濯
、
ト
イ

レ
な
ど
（
飲
用
以
外
）
に
使
用
す
る
生
活

用
水
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
井
戸
が
市

内
に　

か
所
あ
り
ま
す
。

５６

　

登
録
さ
れ
た
井
戸
を
所
有
す
る
お
宅
な

ど
に
は
「
災
害
時
協
力
井
戸
の
家
」
の
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

井
戸
の
場
所
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
は
井
戸
の
所
有
者
・
管
理

者
の
か
た
の
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
つ
も

の
で
す
。
井
戸
水
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

と
き
は
、
所
有
者
の
か
た
の
承
諾
を
得

て
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

井
戸
が
使
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
災
害
情
報
の
伝
達

　

災
害
時
に
は
、
い
ち
早
く
正
確
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
で
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

◆
防
災
行
政
無
線

　

各
家
庭
、
事
業
所
に
配
布
さ
れ
た
戸
別

受
信
機
と
市
内
全
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る

１
０
９
基
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
災
害

情
報
や
避
難
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
戸
別
受
信
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
】

　

戸
別
受
信
機
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
・
財

産
を
守
る
大
切
な
情
報
伝
達
機
器
で
す
。

常
に
電
源
を
入
れ
て
お
き
、
放
送
が
聞
け

る
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
試
験
放
送
と
し
て
、
毎
週
日
曜
日
の
午

後
５
時
に「
七
つ
の
子
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
流
し
て
い
ま
す
。
戸
別
受
信
機
の
受

信
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
池
は
定
期
的
（
単
１
形
、
単
２
形
で

１
年
毎
）
に
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
電
化
製

品
は
、
放
送
の
受
信
を
妨
げ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
２
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

と
こ
ろ
に
、
ア
ン
テ
ナ
を
十
分
に
伸
ば

し
た
状
態
で
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
戸
別
受
信
機
は
防
災
課
に
て
無
償
貸
与

し
て
い
ま
す
。
未
設
置
の
ご
家
庭
は
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
機
器
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
は
、
修

理
、
交
換
を
し
ま
す
の
で
、
防
災
課
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
】

　

市
内
に
い
る
か
た
の
携
帯
電
話
に
配
信

さ
れ
る
も
の
で
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
と

き
な
ど
に
配
信
し
ま
す
。
登
録
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
象　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
含
む
）

※
設
定
が
必
要
な
場
合
や
、
受
信
で
き
な

い
機
種
が
あ
り
ま
す

※
メ
ー
ル
以
外
に
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
那
珂
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、
災
害
情
報
な
ど
を
発

信
し
ま
す

屋外子局（上）戸別受信機（下）

◆那珂市避難所一覧◆

■協力井戸に看板を設置

所　在　地名　　称番号
本米崎２７０６－１本米崎小学校１
本米崎１５１３本米崎公民館２
横堀１５０２－１横堀小学校３
横堀１７２２－１横堀公民館４
横堀１５２６－１ふれあいセンターよこぼり５
向山１２８２－１笠松運動公園６
額田南郷２３８６－４第二中学校７
額田北郷３１１額田小学校８
額田北郷６１２額田中央公民館９
菅谷２３７８－１菅谷小学校１０
菅谷４５４２－１菅谷西小学校１１
菅谷８９１－２菅谷東小学校１２
後台２５４７第一中学校１３
菅谷２４７６第四中学校１４
菅谷３１９８総合保健福祉センター「ひだまり」１５
福田１８１９中央公民館１６
東木倉９６０－１五台小学校１７
東木倉９８３水戸農業高等学校１８
後台１７１０－１那珂高等学校１９
東木倉９６０－２茨城女子短期大学２０
後台１４８５－１茨城学園２１
後台１４９１－４３ふれあいセンターごだい２２
戸２２９７旧戸多小学校２３
戸４６９２茨城県林業技術センター２４
戸４５８９茨城県植物園２５
戸崎４２８－２那珂総合公園２６
戸３６２８－１宿農村集落センター２７
飯田３６４５第三中学校２８
飯田３９９２芳野小学校２９
飯田３０７－１ふれあいセンターよしの３０
門部２７６５木崎小学校３１
門部２７１５－２門部台農村集落センター３２
静５６４－１静公民館３３
下大賀１５２６－１下大賀コミュニティセンター３４
瓜連１２９６瓜連小学校３５
古徳３７１総合センターらぽーる３６
古徳１９１－４古徳公民館３７
平野１８００－３３３平野コミュニティセンター３８
古徳３１０瓜連体育館３９
瓜連１０１５瓜連中学校４０
中里５８３－５中里公民館４１

※　　　　　　拠点避難所
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■
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
地
域
の
自
主
防
災
活
動
だ
け
で

は
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の

地
方
公
共
団
体
や
民
間
団
体
な
ど
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
、
迅
速
か

つ
的
確
な
災
害
対
策
を
実
施
で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

■茨城県トラック協会水郡線支部
との協定調印式

　大きな災害が発生した時に、どのような活動で協力するの
か、内容をあらかじめ決めておくもので、自治体と民間事業所
や各種団体との間、もしくは自治体間で締結されます。
　協定の内容は様々で、物資の提供や人的応援、緊急輸送業務
など多岐にわたっています。
　この協定を結ぶことにより、災害が発生した際の対応をより
スムーズに進めることができるというメリットがあります。

☆災害時応援協定☆

協定内容協　定　名団　体　名締結日

必要な物資の調達災害救助に必要な物資の調達に関する協定いばらきコープ生活協同組合Ｈ１３．１２．１３

防災活動協力災害時における防災活動協力に関する協定イオン那珂町店Ｈ１８．５．２１

応急復旧工事災害時の応急復旧に関する協定那珂市環境緑化協同組合Ｈ１９．８．１

応急復旧工事災害時の応急復旧に関する協定那珂市建設業協同組合Ｈ１９．８．１

情報収集アマチュア無線による災害時応援協定那珂市ボランティアＨＡＭクラブＨ１９．１０．３

飲料水などの供給災害時における飲料水等の供給協力に関する協定珂パブリックベンディングサービスＨ２１．６．１

応急復旧工事災害時応急復旧工事に関する協定那珂市指定管工事組合Ｈ２１．８．５

資機材供給災害時における資機材供給の協力に関する協定芙蓉レンタル珂Ｈ２４．２．６

燃料の優先供給災害時における燃料の優先供給に関する協定茨城県石油業協同組合
適格組合那珂支部Ｈ２４．２．９

救援物資提供災害時における救援物資提供に関する協定コカ・コーライーストジャパン珂Ｈ２４．２．９

物資提供災害時における物資供給に関する協定コメリ災害対策センターＨ２４．３．２８

放送要請災害時における放送要請に関する協定水戸コミュニティ放送珂Ｈ２４．４．１９

帰宅困難者の避難所への案内地震等大規模災害に関する覚書ＪＲ東日本水戸支社Ｈ２４．５．２８

避難誘導、物資輸送、
情報収集など災害時における協力に関する協定（公社）隊友会茨城県隊友会那珂支部Ｈ２４．９．２４

物資提供および輸送災害時における生活必需物資供給協力等に関する協定パルシステム茨城Ｈ２４．９．２６

緊急点検、調査など下水道災害支援協定那珂市下水道災害協力会Ｈ２４．１１．２８

災害時要援護者への
避難援護

災害発生時における福祉避難所の設置運営に関す
る協定

社会福祉法人ナザレ園
社会福祉法人豊潤会
社会福祉法人新世会
社会福祉法人青燈会
医療法人社団青燈会
社会福祉法人実誠会

Ｈ２４．１２．２７

給水タンクの優先提供応急給水活動における給水タンクの優先提供に関する協定森松工業珂Ｈ２５．２．１５

歯科医療救護活動災害時の歯科医療救護についての協定那珂市歯科医師会Ｈ２５．５．２

施設利用災害時における施設利用の協力に関する協定磐城実業珂（なか健康センター）Ｈ２５．７．１９

緊急救護輸送災害時緊急救護輸送の協力に関する協定茨城県トラック協会水郡線支部Ｈ２６．２．２８

■民間事業所・各種団体

協定内容協　定　名自治体名締結日

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定秋田県横手市Ｈ１６．１０．２２

災害時相互支援協定災害等における
相互支援に関する協定

環境自治体会議災害応援協定
参加自治体（３０自治体）Ｈ２４．６．６

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定埼玉県桶川市Ｈ２４．７．１７

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定

神奈川県海老名市
茨城県桜川市Ｈ２５．４．５

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定

廃棄物と環境を考える協議会
加盟団体（６５自治体）Ｈ２５．７．１２

■自治体間



広報なか８月号５

�
功
績
の
概
要

　

大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）
茨
城
県
那

珂
郡
瓜
連
村
（
現
那
珂
市
瓜
連
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
（
１
９
４
０
年
）

１５

に
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
（
現
国
立
大
学

法
人
京
都
大
学
）
を
卒
業
後
、
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
そ
の
８
か
月

後
に
陸
軍
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

主
計
将
校
と
し
て
終
戦
を
迎
え
、
昭
和　
２１

年
（
１
９
４
６
年
）
に
復
員
し
ま
し
た
。

　

帰
郷
後
す
ぐ
に
青
年
文
化
運
動
に
参
加

し
て
、
地
方
民
主
主
義
文
化
の
向
上
発
展

に
努
め
、
翌
昭
和　

年
（
１
９
４
７
年
）

２２

に
は
、
瓜
連
町
長
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

　

年
（
１
９
５
１
年
）
に
い
っ
た
ん
町
長

２６の
座
を
退
き
、
地
方
自
治
や
社
会
福
祉
を

研
究
す
る
た
め
米
国
ペ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学

に
留
学
し
ま
し
た
。
氏
は
研
究
を
修
め
、

昭
和　

年
（
１
９
５
５
年
）
に
帰
国
し
、

３０

町
長
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
（
１
９
５
９
年
）、
茨
城
県
知

３４

事
選
挙
に
出
馬
し
当
選
し
ま
し
た
。
知
事

在
任
中
は
、「
農
工
両
全
」
を
掲
げ
て
地
域

開
発
を
目
指
し
、
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
・

筑
波
研
究
学
園
都
市
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
、

今
日
に
至
る
茨
城
県
の
産
業
と
学
術
の
基

盤
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
米
軍
水
戸
射
爆
場
（
跡
地
は
常

陸
那
珂
港
や
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
一

帯
）
の
返
還
に
特
に
尽
力
し
、
昭
和　

年
４８

（
１
９
７
３
年
）に
返
還
に
至
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年（
１
９
７
５
年
）

５０

に
知
事
を
退
任
し
た
後
、
請

わ
れ
て
再
び
茨
城
県
立
歴
史

館
長
を
務
め（
知
事
在
職
中
、

館
長
を
兼
務
）、
歴
史
資
料

保
存
法（
後
の
公
文
書
館
法
）

制
定
に
向
け
た
運
動
に
心
血

を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
島
地
域
の
教
育

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
清
真
学
園
創
立
に
奔
走

し
、
初
代
理
事
長
に
就
任
、

県
下
屈
指
の
進
学
校
の
礎
を

築
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年（
１
９
７
８
年
）

５３

に
妻
で
参
議
院
議
員
の
岩
上

妙
子
氏
が
病
に
よ
り
議
員
を
辞
職
し
た
た

め
、
そ
れ
に
伴
う
参
議
院
補
欠
選
挙
に
出

馬
し
て
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

氏
は
参
議
院
議
員
を
３
期
務
め
、
こ
の

間
、
議
員
立
法
で
「
公
文
書
館
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
公
文
書
の
う
ち
、
歴
史
資

料
と
し
て
価
値
の
あ
る
文
書
の
保
存
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
歴
史
館
長
時
代
の

信
念
が
こ
こ
に
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
在
職
中
は
科
学
技
術
政
務

次
官
を
歴
任
す
る
ほ
か
、
平
成
元
年
（
１

９
８
９
年
）
６
月
に
公
文
書
館
法
施
行
１

周
年
記
念
と
し
て
、
国
際
公
文
書
館
会
議

（
本
部
パ
リ
）か
ら
名
誉
メ
ダ
ル
を
授
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
２
か
月
後
、
肝
不
全
の
た

め
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
議
員
在
職
中

の
ま
ま
惜
し
ま
れ
つ
つ
逝
去
し
ま
し
た
。

�
名
誉
市
民
選
定
の
理
由

　

瓜
連
町
長
と
し
て
地
域
の
発
展
に
傾
注

す
る
ほ
か
、
茨
城
県
知
事
と
し
て
も
鹿
島

臨
海
工
業
地
帯
・
筑
波
研
究
学
園
都
市
の

開
発
、
米
軍
水
戸
射
爆
場
の
返
還
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
、
現
在
の
茨
城
県
発
展
の

礎
を
築
い
た
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
知
事
退
任
後
に
清
真
学

園
を
創
立
し
、
茨
城
県
の
教
育
レ
ベ
ル
の

向
上
に
貢
献
す
る
な
ど
、
政
治
家
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
教
育
者
と
し
て
の
功
績
も

特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
早
く
か
ら
歴
史
的
文
書
保
存

の
必
要
性
を
認
識
し
、
参
議
院
議
員
在
職

中
に「
公
文
書
館
法
」を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
公
文
書
館
法
」は
歴
史
資
料
の
範
囲
に

公
文
書
な
ど
を
含
め
、
さ
ら
に
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
に
、
こ
れ
ら
の
保
存
お
よ

び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

責
務
を
規
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日

本
の
公
文
書
の
保
存
お
よ
び
活
用
に
関
す

る
概
念
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、

郷
土
の
誇
り
と
し
て
尊
敬
に
値
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
名
誉
市
民
と
し
て

選
定
す
る
も
の
で
す
。

秘
書
広
聴
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

緯
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
４
２
３
・
４
２
４
）

問
い
合
わ
せ

１
９
１
３（
大
正
２
）年

１
９
４
０（
昭
和　

）年
１５

１
９
４
６（
昭
和　

）年
２１

１
９
４
７（
昭
和　

）年
２２

１
９
５
１（
昭
和　

）年
２６

１
９
５
５（
昭
和　

）年
３０

１
９
５
９（
昭
和　

）年
３４

１
９
７
４（
昭
和　

）年
４９

１
９
７
５（
昭
和　

）年
５０

１
９
７
８（
昭
和　

）年
５３

１
９
８
２（
昭
和　

）年
５７

１
９
８
７（
昭
和　

）年
６２

１
９
８
９（
平
成
元
）年

瓜
連
村
で
生
ま
れ
る

京
都
帝
国
大
学
卒
業

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社

召
集
さ
れ
陸
軍
に
入
隊

復
員　

青
年
文
化
運
動
に
参
加

瓜
連
町
長
に
当
選

町
長
を
辞
し
米
国
ペ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学

へ
留
学

帰
国　

町
長
に
復
職

茨
城
県
知
事
に
当
選

茨
城
県
立
歴
史
館
開
館

茨
城
県
知
事
退
任

茨
城
県
立
歴
史
館
長
を
再
任

参
議
院
議
員
に
当
選

科
学
技
術
政
務
次
官
に
就
任

公
文
書
館
法
制
定

勲
一
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る

国
際
公
文
書
館
会
議
名
誉
メ
ダ
ル
を
授

与
さ
れ
る

慶
応
義
塾
大
学
病
院
で
議
員
在
職
中
の

ま
ま
逝
去

　
 
岩  
上 　
 
二  
郎 
氏

い
わ 
か
み 

に 

ろ
う

（故）大
正
２
年　

月　

日
〜
平
成
元
年
８
月　

日

１１

２９

１６

（
１
９
１
３
年
）　　
　
（
１
９
８
９
年
）

那
珂
市
名
誉
市
民
紹
介（
第
４
回
）

【岩上　二郎　略年表】



６

オークリッジ市からの訪問団

オークリッジ

国際親善姉妹都市
― International Sister City ―

平成26年度
中学生交換交流

　

国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
・
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の

中
学
生
８
人
と
引
率
の
先
生
３
人
が
、

７
月
７
日
か
ら　

日
ま
で
の
８
日
間
、

１４

那
珂
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
中
学
生
は
、
那
珂

市
の
中
学
生
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
、
異
な
る
文
化
で
の
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
中
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
中
学
生
と
一
緒
に
市
内
の
中
学
校
で

授
業
を
受
け
た
り
、
書
道
・
茶
道
・
昔

遊
び
・ 
倭
文
織 
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文

し

づ

お

り

化
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
オ
ー
ク

リ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
打
ち
解
け
る
に
つ
れ
て
日
本
で

の
生
活
に
も
慣
れ
、
最
終
日
に
は
抱
き

合
い
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
か
ら　

日
ま
で

１８

２８

は
、
那
珂
市
の
中
学
生　

人
と
引
率
２

１０

人
の
訪
問
団
が
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を

訪
れ
、
学
校
生
活
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化

を
体
験
し
ま
す
。

※○は生徒・◇は引率者

　ロバーツビル中学校
○トリスタン・Ｌ・ラディ
○ジェレミー・シモンズ
○ミドリ・ハマー
○ソフィー・スタンリー
◇エイミー・ランドルフ
◇トレイシー・ベッケンドルフ　エドゥ（オークリッジ市教育局）

敬称略

　ジェファーソン中学校
○ウィリアム・アンドレス
○ジャクソン・リン
○セイディ・ロイド
○ヴァレリー・カーター
◇レクシー・スコット
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日本の文化を体験

ソフィソフィーーミドミドリリジェレミジェレミーートリスタトリスタンン

ヴァレリヴァレリーーセイデセイディィジャクソジャクソンンウイリアウイリアムム

トレイシトレイシーーレクシレクシーーエイミエイミーー



８

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　

緯
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
６
〜
１
２
８
）

問　い
合わせ

障
が
い
の
状
況
に
よ
り
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る　

歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し

２０

て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
手
当
に
は
、

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、
２
級
が
あ

り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度
は

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

◆
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◆
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を

除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
扶
養
手

当
、
児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
と

の
併
給
が
可
能

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
、
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
手
帳
の
写
し
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
療
育
手
帳
の
判
定
が
佳
・
Ａ
の
場
合

◆
身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
障
が
い
を
除

く
）
の
等
級
（
複
数
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）
が
１
級
か

ら
お
お
む
ね
３
級
の
場
合

●
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

歳
以
上
の
在
宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り

２０ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格

【
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
】

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

○
振
込
先
口
座
申
出
書
（
請
求
者
名
義

の
口
座
）

○
通
帳
（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

　

認
定
請
求
書
、
診
断
書
な
ど
の
様
式
は

社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま

２６い
で
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の

２６

所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
障
が
い
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

○
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

●
手
当
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

１
級　

４
万
９
９
０
０
円

２
級　

３
万
３
２
３
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１１

○特別児童扶養手当の該当となる障がいの程度

・身体障害者手帳の等級がおおむね１・２
級（内部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定が佳・Ａ程度の知的障が
いである場合または同程度の精神障がい
がある場合

１級

・身体障害者手帳の等級がおおむね３級
（内部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定がＢ程度の知的障がいであ
る場合または同程度の精神障がいがある
場合

２級

※障がいの程度はおおむね上記のとおりですが、
身体障害者手帳または療育手帳をお持ちでない
かたも、上記と同程度（国民年金の障がい等級に
おける１・２級と同じ）と診断されれば、該当と
なります
※障がいが重複する場合は、それぞれの障がい程
度を総合的に確認し、手当の等級が認定されま
す。身体の機能障がい、病状または精神障がいで
それぞれ単独の診断書で受理しても等級の認定
に影響がない場合には、単独の障がいでの申請
となります



広報なか８月号９

●
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る　

歳
未
満
の
在

２０

宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま

せ
ん
。

◆
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合

◆
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
所
得
状
況
届

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

○
戸
籍
謄
本
（
障
が
い
者
（
児
）
本
人

の
も
の
）

●
手
当
月
額

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
０
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
１
４
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

２
月
（　

月
分
〜
１
月
分
）

１１

５
月
（
２
月
分
〜
４
月
分
）

８
月
（
５
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１０

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

か
た
は
（
支
給
停
止
の
か
た
も
含
む
）、

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

在
宅
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
手
当
を

受
給
し
て
い
る
か
た
は
（
支
給
停
止
中

の
か
た
も
含
む
）
現
況
調
査
表
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
８
月
分
以
降
１
年

間
の
手
当
支
給
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
社
会
福
祉
課
か
ら
通
知
が
あ

り
ま
し
た
ら
期
限
内
に
必
ず
ご
提
出
く

だ
さ
い

■
所
得
状
況
届
・
現
況

　
調
査
表
の
提
出
が
必
要

※
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

法
令
な
ど
の
名
称
を
除
き
、「
障
害
」
の

表
記
は
「
障
が
い
」
と
し
て
い
ま
す

○
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証

書
ま
た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
障
が
い
者
（
児
）

本
人
名
義
の
口
座
）

○
通
帳
（
障
が
い
者
（
児
）
本
人
名
義

の
も
の
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
１

２６

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所
得
証
明
書

２６

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
手
当
】

●
在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
以
上
の
か
た
（
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
が
必
要
な
か
た
）
と
同
居
し
、
介

護
し
て
い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
で
か
つ
、

常
時
介
護
が
必
要
な
状
態

◆
療
育
手
帳
佳
・
Ａ

◆
要
介
護
度
４
・
５

●
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
か
た
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い

る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

◆
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個
別

等
級
４
級

◆
療
育
手
帳 
佳
・
Ａ
・
Ｂ

◆
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
申
請
書

○
状
況
書

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
請
求
者
本
人
名

義
の
口
座
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
１

２６

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所
得
証
明
書

２６

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
手
当
月
額

３
０
０
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１２

１１



１０

　

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
を
看
護
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
ま
た
は
両

親
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
か
た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
で
い
う
「
児
童
」
と

は
、　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

１８

月　

日
ま
で
の
児
童
を
い
い
ま
す
。
た
だ

３１
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
（
特
別

児
童
扶
養
手
当
２
級
と
同
じ
程
度
）
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
、　

歳
未
満
の
児
童

２０

を
い
い
ま
す
。

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　児
童
扶
養
手
当

【現
在
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
受
給
し
て
い
る
か
た
へ
】

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
し
な
い
場

合
や
、
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て

も
事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
な
ど
は

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
、
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
上
あ

る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年

の
７
月
ま
で
）
の
手
当
の
一
部
ま
た
は
全

部
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
条

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
８
月
に
現
況
届
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
か
た
に
は
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以
降
の

手
当
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
か
た

■
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い

の
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
母
が
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

緯
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
２
５
２
）

問
い
合
わ
せ

健康推進課健康増進グルー健康推進課健康増進グループプ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内（総合保健福祉センター「ひだまり」内））
緯緯２７０－８０７２７０－８０７１１

問　い
合わせ

みんなの健みんなの健康康～保健師のお話し～保健師のお話し～～
　

多
く
の
人
が
人
生
の
中
で
一
度
は
経

験
す
る
『
け
ん
し
ん
』
で
す
が
、
年
齢

が
増
す
ご
と
に
そ
の
機
会
が
増
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
健
診
」
と

「
検
診
」
は
、
身
体
の
検
査
や
状
態
を
調

べ
る
と
い
う
こ
と
で
呼
び
方
も
同
じ
で

す
が
、
実
は
検
査
の
目
的
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
点
で
異
な
り
ま
す
。

　
「
健
診
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
育
状

態
を
み
る
「
学
校
健
診
」、
労
働
者
が
受

け
る
「
職
域
健
診
」
ま
た
は
「
事
業
所

健
診
」、
農
協
組
合
員
が
対
象
の
「
農
業

従
事
者
健
診
」、
妊
婦
が
対
象
の
「
妊
婦

健
診
」、
そ
し
て
、
保
険
者
に
義
務
付
け

さ
れ
て
い
る
「
特
定
健
診
」、
入
学
手
続

き
や
就
職
手
続
き
に
必
要
な
「
個
人
健

診
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
健
診
」
と
は
、
健
康
診
断

ま
た
は
健
康
診
査
の
こ
と
で
、
特
定
の

病
気
を
発
見
す
る
も
の
で
は
な
く
、
身

体
の
ど
こ
か
の
異
常
に
つ
い
て
、
身

長
、
体
重
、
血
圧
、
血
液
、
尿
な
ど
で

簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
乳

幼
児
を
対
象
と
し
た
１
歳
半
健
診
や
３

歳
児
健
診
も
同
様
で
す
。

　

一
方
の
「
検
診
」
は
胃
が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
の
よ
う
に
特
定
の
病
気
を
早
期

に
発
見
し
て
早
く
治
療
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
「
健
診
」
も
「
検
診
」
も
健
康
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
実
施
す
る
の
で
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
病

院
で
「
検
診
」
を
受
け
る
と
き
に
、「
何

か
し
ら
症
状
が
あ
っ
て
検
査
が
必
要
な

場
合
」
は
、
病
気
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
今
年
度
の
「
特
定
健
診
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度

２５

の
実
績
で
は
、
対
象
者
で
あ
る
那
珂
市

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者　

歳
か
ら　

４０

７４

歳
１
万
５
７
６
人
の
う
ち
４
０
６
３
人

が
受
診
し
、
受
診
率　

・
４
％
で
茨
城

３８

県
内　

位
で
し
た
（
１
位
は
常
陸
大
宮

１０

市
の　

・
１
％
）。

４９

　

那
珂
市
の
「
特
定
健
診
」
対
象
者
の

う
ち
半
数
以
上
が
未
受
診
者
で
す
が
、

受
け
な
い
理
由
は
、「
治
療
中
で
病
院

で
検
査
し
て
い
る
」「
健
康
だ
か
ら
」「
時

間
が
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

治
療
中
の
病
気
の
検
査
と
『
け
ん
し

ん
』で
は
検
査
の
項
目
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
時
間
が
な
い
か
た
の
た
め
に
朝

の
６
時
半
か
ら
『
け
ん
し
ん
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
実
施
し
て
い
る
「
健
診
」

と
「
検
診
」
は
、
個
人
負
担
金
を
軽
減

す
る
ほ
か
無
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
年
に
一
度
は
、
必
ず
『
け
ん
し
ん
』

を
受
け
て
、
自
分
の
か
ら
だ
の
健
康
度

を
測
り
ま
し
ょ
う
。

「
健
診
」と「
検
診
」っ
て
ど
う
違
う
の
？



広報なか８月号１１

小・中学生の皆さん、保護者の皆さんへ

お 話 し く だ さ い 悩 ま ず に
　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
や
友

達
な
ど
学
校
生
活
の
こ
と
や
家
庭
生
活

に
つ
い
て
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
や
し

つ
け
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

の
相
談
や
教
育
に
関
す
る
保
護
者
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
か
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い

た
い
な
…
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
友
達
に
つ
い
て

〇
い
じ
め
に
つ
い
て

〇
学
校
に
行
け
な
い

〇
勉
強
に
つ
い
て

〇
家
で
の
生
活
に
つ
い
て

〇
進
路
に
つ
い
て

〇
子
育
て
・
し
つ
け
に
つ
い
て

〇
そ
の
他

相
談
内
容

那珂市教育支援センター
那珂市菅谷4404－７　那珂市商工会館２階

案内図

案　内

　

教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ

フ
が
、
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
か
た
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く
話
し

を
お
聞
き
し
、
支
援
や
助
言
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

（
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

緯
２
９
５・

５
９
２
１

緯
２
９
５・

５
９
１
３

教
育
相
談
・
問
い
合
わ
せ

〇
保
護
者
の
か
た
と
の
相
談
の
ほ
か
に
、
お
子

さ
ん
の
個
別
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
幼
児
〜
中
学
生
、
そ
の
他
）

〇
学
校
に
行
き
づ
ら
い
小
・
中
学
生
が
、
当
セ

ン
タ
ー
内
の
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
で
過
ご
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
ま
わ
り
教
室
開
設
日
】

　

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

ま
ず
は
お
電
話
か
ら

●
相
談
日
時
　

　
月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

●
相
談
場
所

　
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
那
珂
市
商
工
会
館
２
階
）

●
ス
タ
ッ
フ

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談
員

●
相
談
方
法

　
電
話
相
談
（
随
時
）

　
来
所
相
談
（
予
約
制
）

●
相
談
対
象

幼
児
、
小
・
中
学
生
お
よ
び

そ
の
家
族
、
教
職
員
、
そ
の
他

教
育
支
援
セ
ン
タ

教
育
支
援
セ
ン
タ
ーー

に
ご
相
談
く
だ
さ

に
ご
相
談
く
だ
さ
いい

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い



１２

わがまちの環境を考えるわがまちの環境を考える
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　スギは、日本固有種の常緑針葉樹で、学名を「クリプトメリア・ジャポニカ」と
いい、“隠された日本の財産”という意味があります。スギは今から２００万年前には
日本に出現し、縄文・弥生時代にはすでに全国に広く分布していました。スギは古
い時代から優秀な材木として生活の中で活用されてきた、世界に誇れる日本独自の
歴史的な文化財と言えます。

�������	

��������

　スギは、昔から寺社仏閣を建立あるいは修造に使用するため、寺社仏閣の周辺
に植林が行われていました。市内でスギ林が寺社内に多く見られるのはそのため
です。那賀郡（那珂地方）においては、苗木の植林や伐採など、林業らしきこと
は平安時代には始まっていたようです。
　平安時代（８６６年）に編纂された歴史書「日本三大実録」には、“鹿島神宮惣六
箇院は、２０年間に一度修造を加えるが、そのための用材五万余枝を伐採する山は、
那賀郡内にある”との記載があります。これによって、那賀郡内にかなり広大な
鹿島神宮の用材林があったことがわかります。
　江戸時代には、水戸藩は御立山という藩有林を持っており、植林を行っていま
した。植林をしていくうえでの苗木が不足した場合には、他村に苗木を求め、当
時苗木の特産地であった鴻巣村と杉村から不足分の苗木を購入しました。さらに
この時代には、苗木の植採や伐採だけでなく、製材・出荷も行われました。
　那珂町苗木は、明治中期から杉、横堀、堤、中宿、上宿などで広く生産される
ようになりました。終戦後、茨城県は全国第１位のスギの苗木産出県となり、那
珂町はその中心的生産地となりました。昭和５０年度の那珂町のスギの生産量は約３５０万本、売上高は約１億３０００万円
で、ともに、県全体の７０～７５％と推定されました。

※参考文献…「那珂町史－中世・近世編」と「那珂町史の研究第７巻久保田喜一著“古代における那珂町周辺の産物
について”」「河本幸郎著茨城の産業－その歴史をたどって」

�������	
�
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①“真直ぐの木「直木」”とする説（貝原益軒「大和本草」）
②“傍らにはびこらず上へ進み上る木として「進木（ススギ）」”とする説（本居宣
長「古事記伝神代七之巻」）という２つの説があります。

��������	
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　那珂市には多くのスギ林があり、推定年齢が５００年のスギの巨木（天然記念物）
も３樹あります。市内には、徳川光圀（水戸黄門）の時代に名前をもらったと言い
伝えのある“杉”という地名が今も残っており、戦後はスギの造林用苗木の生産地
として全国的に有名になりました。

��������	
����������



わがまちの環境を考える

広報なか８月号１３

環境課環境グループ　
�２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ

　森林は光合成によって二酸化炭素を吸収しますが、ただ植林して見守っているだけでは、温暖化防止に貢献する
森林にはなりません。「下草刈り」や「間伐」などの保育を行う必要があります。保育を行うことにより、二酸化炭
素の吸収量も増大します。

　日本は国土の６７％が森林であるにもかかわらず、木材の自給率はわずか２７．９％（平成２４年林野庁「木材需要表」
より）にとどまっています。昭和３０年代後半から木材輸入が自由化されて以降、世界中から木材を輸入しています。
それに伴い、国内の林業は衰退し、森林は放置され、荒廃が目立つようになりました。
　さらに、先人たちが植林し保育してきた木々は、現在収穫期（利用適齢期）を迎えています。今、国内の木を伐っ
て、使って、若い木を植えておかないと次世代に森林資源を残せなくなります。そして、植えた若い木に二酸化炭
素をたっぷりと吸収してもらうことが持続可能な森林の保護・育成であり、地球温暖化防止につながるのです。

　林野庁では、国産材の積極的な利用を通じて森林を活性化する（＝二酸化炭素をたっぷ
り吸収する元気な森林づくり）ことにより、課題解決に取り組んでいます。その一つが、
一般市民や企業など、消費者に向けた国産材の利用促進・ＰＲ活動である「木づかい運動」
です。木づかい運動を促進するために、林野庁ではロゴマークを制定しています。右の図
は「木づかいサイクルマーク」といい、このロゴマークは国産材製品であることを証明す
るものです。

�������	
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　植物は、太陽の光によって光合成を行い、地球温暖化の原因である二酸化炭素を吸収し酸素を排出します。樹木
が吸収し蓄積する二酸化炭素量は一本一本違っています。右下のグラフは、樹種別に林齢とともに１年間に１ヘク
タールあたりの炭素吸収量がどのように推移していくかを示しています。

�������	
�� ��������

樹種別・林齢別炭素吸収量

炭

素

（トン/ha・年）

〜
７０

80
〜
60

70
〜
５０

６０
〜
４０

５０
〜
３０

４０
〜
２０

３０
〜
１０

２０
〜
0

１０

５

４

３

２

１

０

林齢（年）

スギ（針葉樹）

ヒノキ（針葉樹）

ブナ（広葉樹）

クヌギ（広葉樹）

※「森林・林業白書（平成１６年度）林野庁編」より

①スギやヒノキなどの針葉樹の方が、ブナ
やクヌギなどの広葉樹よりも植林後の
５０年間の二酸化炭素の吸収量がはるか
に大きく、特にスギがその能力が高い！
②林齢１１～４０年までの若い木が二酸化炭
素をよく吸収する！
ということが読み取れます。

��������	
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①自家用乗用車１台から１年間に排出さ
れる二酸化炭素量＝８０年生のスギ人工
林０．３ヘクタール（スギ約１６０本）の年
間吸収量と同じくらいです。

②１世帯から１年間に排出される二酸化
炭素量＝８０年生のスギ人工林０．８ヘク
タール（スギ約４６０本）の年間吸収量
と同じくらいです。

��������	
�������
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県
民
一
人
ひ
と
り
に
広
く
交
通
安
全
思

想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

な
い
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
９
月　
２１

日
か
ら　

日
ま
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

３０

動
を
実
施
し
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

○
第
９
次
交
通
安
全
計
画
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
ぼ
く　

し
な
い　

ど
う
ろ
の
と
び
だ

　

し　

ふ
ざ
け
っ
こ
』

○
対
象
者
別
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
安
全
は　

ゆ
と
り
の
心
と　

マ
ナ
ー

　

か
ら
』（
運
転
者
向
け
）

　
『
日
ぐ
れ
時　

キ
ラ
リ
と
光
る　

反
射

　

材
』（
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
向
け
）

○
年
間
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
い
い
老
後　

元
気
生
き
が
い　

交
通

　

安
全
』

【
運
動
の
基
本
】

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上

【
運
動
の
重
点
】

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
夜
間
（
特
に
薄
暮
時
）
の
交
通
事
故
防
止

④
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

運
動
期
間
中
は
、
市
内
主
要
交
差
点
で
、

関
係
団
体
に
よ
る
立
哨
指
導
活
動
を
行
う

ほ
か
、
市
内
の
高
校
生
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
那
珂
警
察
署
前
と
総
合
セ
ン
タ
ー

ら
ぽ
ー
る
前
交
差
点
に
お
い
て
、
安
全
運

転
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
主
唱
】

　

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会

【
協
力
団
体
】

　

那
珂
警
察
署
、
那
珂
市
交
通
安
全
推
進

協
議
会
、
那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会
、
那

珂
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
、
那
珂

地
区
交
通
安
全
母
の
会

◆交通安全啓発キャンペーン

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
４
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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７
月　

日
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ
カ
マ
ロ

１５

ち
ゃ
ん
が
、
突
然
那
珂
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
は
、
市
民
課
の
窓
口

の
職
員
に
声
を
か
け
る
と
、
何
や
ら
お
手

紙
を
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
手
紙
に
は
「
ぼ
く
、
な
か
し
だ

〜
い
す
き
。
ず
〜
っ
と
な
か
し
に
す
み
た

い
な
！
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
海
野
市
長
は
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
「
特
別
住
民
票
」
を
あ
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

■お手紙を渡すナカマロ
　 ちゃん

　

晴
れ
て
那
珂
市
の
特
別
住
民
と
な
っ
た

ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
は
、
お
礼
に
皆
さ
ん
の

前
で
ダ
ン
ス
を
披
露
！
大
喜
び
で
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。
今
後
も
那
珂
市
を
盛
り
上

げ
る
た
め
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
！

　

ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
の
特
別
住
民
票
は
、

市
民
課
窓
口
で
１
部
３
０
０
円
で
好
評
発

売
中
で
す
。

■大喜びのナカマロ
　ちゃん

市
民
課
戸
籍
・
窓
口
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
５
２
〜
１
５
５
）

問
い
合
わ
せ

　那珂総合公園周辺に、夏の日差しを
浴びた約２５万本のひまわりが花を咲か
せ、ひまわり畑を一望できる見晴らし
台や、ひまわり迷路が作られます。ス
テージでは、ミニコンサートやイバラ
イガーショーなど様々な企画が盛りだ
くさんです。
　また、夜は花火大会を開催し、夜空
を華麗に彩ります。
　皆様お誘い合わせの上、お越しくだ
さい。
◆日時　８月３０日（土）
　　　　午前１０時～午後７時４０分
※花火大会　午後７時～
※小雨決行（荒天中止、花火のみ９月
６日（土）に延期）

◆場所　那珂総合公園および周辺
■問い合わせ／
なかひまわりフェスティバル実行委
員会事務局（那珂市商工会内）
�２９８－０２３４

��������
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広報なか８月号１５
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７４
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　６月１５日から７月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

７月１１日０．０７６本米崎小学校

学校教育課

７月８日０．０７２横堀小学校

７月９日０．０５７額田小学校

７月８日０．０７４菅谷小学校

７月８日０．０７９菅谷東小学校

７月１１日０．０８４菅谷西小学校

７月８日０．０６９五台小学校

７月７日０．０７５芳野小学校

７月８日０．０５７木崎小学校

７月９日０．０８９瓜連小学校

７月８日０．０６５横堀幼稚園

７月８日０．０６３額田幼稚園

７月８日０．０６４菅谷幼稚園

７月８日０．０８６菅谷西幼稚園

７月８日０．０７４五台幼稚園

７月８日０．０６８芳野幼稚園

７月８日０．０７４那珂第一中学校

７月７日０．０７８那珂第二中学校

７月９日０．０７７那珂第三中学校

７月８日０．０５４那珂第四中学校

７月７日０．０７０瓜連中学校

７月８日０．０８０茨城学園

７月１０日０．０５６ナザレ幼稚園

７月１０日０．０７９さいせい幼稚園

７月８日０．０７３大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

７月８日０．０８８保健センター（ひだまり）健康推進課

７月６日０．０８８中央公民館

生涯学習課

７月２日０．０８０図書館

７月１０日０．０７９那珂総合公園

７月１日０．０８７歴史民俗資料館

７月１０日０．０８１ふれあいの杜公園

７月１０日０．０８１ふれあいセンターよこぼり

市民協働課

７月９日０．０９０ふれあいセンターごだい

７月９日０．０８５ふれあいセンターよしの

７月９日０．０９２総合センターらぽーる

７月９日０．０６９戸多地区交流センター

７月２日０．０９９那珂聖苑那珂聖苑

７月８日０．０７２中谷原公園
都市計画課

７月８日０．０７５宮の池公園

７月８日０．０７２一の関ため池親水公園
商工観光課

７月８日０．０７７静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

７月８日０．０６３菅谷保育所

こども課

７月２日０．０６０額田保育所

７月１日０．０７６ゆたか保育園

７月９日０．０７１かしま台保育園

７月４日０．０７５ごだい保育園

７月１日０．０６６瓜連保育園

７月４日０．０７７子育て支援センター
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消防本部　�２９５－２１１１問い合わせ
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���������������

１　花火を人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所で遊ん
だりしない。衣服に火がつかないように注意する。

２　風の強いときは、花火で遊ばない。
３　水を用意する。
４　子供だけの花火は危険なのでしない。大人と一緒に遊ぶ。
５　花火の筒先に顔や手を絶対出さない。点火するときや途中で

火が消えたときは、特に注意する。
６　花火を分解して遊ぶことは危険なので絶対にしない。

きれいで楽しい花火ですが、ルールを守らないと大変危険です。決められた約束事を守って遊びましょう。

　夏といえば、海や山でのレジャーの季節。バーベキューや花火など、火を使うことも少なくありません。カセッ
トコンロや着火剤、ガスライターなどの製品は、使い方を誤ると大きな事故につながることがあります。事故を防
ぐため、取扱説明書や注意表示をよく読んでから正しく使い、安全に楽しみましょう。

◆カセットコンロを覆うような大きな調理器具は使わないようにしま
しょう

　カセットコンロの誤った使い方で、装着したカセットボンベが加熱され爆発
する事故が多発しています。カセットコンロを２台並べたり、コンロを覆うよ
うな大きな鉄板や鍋などを載せたりすると熱がこもりやすくなり、カセットボ
ンベが過熱し、爆発することがあります。取扱説明書を読んで正しい使い方を
しましょう。

◆燃えている火への着火剤のつぎ足しは厳禁です

　バーベキューでの火起こしの際に着火剤がよく用いられます。この着火剤を、
火が弱くなったからといって、つぎ足すことは非常に危険です。突然火が大き
くなったり、火が飛び散ったりして、火傷をした事故が発生しています。着火剤
を用いての点火には、適量を守り、つぎ足しは絶対にしないなど、注意事項を
守って正しく使いましょう。

◆高温になる車内にスプレー缶やガスライターを放置するのは危険です

　高温になった車内では、スプレー缶やガスライターが破裂し、フロントガラス
が割れたり、思わぬ事故につながる危険性があります。また、破裂しなくても、
車内に置いたままのライターで火を付けたところ、ノズルではない部分から出
火した例もあります。スプレー缶やガスライターなどの火気厳禁の製品は、車
内など、直射日光の当たるところや高温になる場所に放置しないようにしま
しょう。
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【一般書】
『やや暴力的に』／石原慎太郎�著
『死の天使はドミノを倒す』／

太田忠司�著
『太閤の能楽師』／奥山景布子�著
『沙羅沙羅越え』／風野真知雄�著

【児童書】
『さよなら宇宙人』／

高科正信�作・荒井良二�絵
『うみの１００かいだてのいえ』／

いわいとしお�作
『うそ』／

ミロコマチコ�絵・中川ひろたか�作

������

７日・２１日
　午後２時～
１８日
　午前１０時３０分～

土金木水火月日
６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３０２９２８

休館日

��������
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　おはなし会

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

★『オロマップ　森林保護官樋口孝也』／
吉村龍一 著／講談社

頻発するエゾシカと車の接触事故、牧場で相次ぐサラブ
レッドの怪死事件…。北海道庁森林事務所日高支所に
日々持ち込まれる事件と、森林保護官たちの格闘を描く。
（出典：��������）

★『がっこうのおばけずかん　ワンデイてんこうせい』／
斉藤洋 作・宮本えつよし 絵／講談社

空いている席にいつのまにか座って、最後の授業が終わる
と姿を消してしまう。給食も食べるし、勉強も教えてくれ
る。先生には見えない不思議なおばけ「ワンデイてんこう
せい」をはじめ、学校のこわいおばけの話全７話を収録。
（出典：��������）
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�
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連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
一
定
の
関
係
に
あ
る
人
（
選
挙
運
動
の

総
括
主
宰
者
や
出
納
責
任
者
、
候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
の
秘
書
、
候
補
者
の
配
偶
者

な
ど
）
が
、
買
収
な
ど
の
選
挙
違
反
を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
候

補
者
や
立
候
補
予
定
者
が
買
収
な
ど
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
候
補
者
や
立

候
補
予
定
者
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と
し
、
ま
た
立
候
補
制
限（
５

年
間
は
、
同
じ
選
挙
で
、
同
じ
選
挙
区
か
ら
立
候
補
で
き
な
い
）
を
す
る
と
い
う
制
裁

を
科
す
制
度
で
す
。

　

こ
れ
は
、
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
選
挙
の
浄
化
に
関
す
る
重
く
か
つ
厳

し
い
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
の
腐
敗
を
な
く
し
、
国
民
の
政
治
に
対
す

る
信
頼
の
確
立
、
議
会
制
民
主
主
義
の
健
全
な
発
展
を
期
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

【
買
収
罪
の
例
】

○
有
権
者
に
お
金
を
配
る

○
有
権
者
に
酒
や
食
事
を
提
供
す
る

○
有
権
者
に
金
券
（
商
品
券
・
ギ
フ
ト
券
な
ど
）
を
提
供
す
る

○
有
権
者
を
温
泉
旅
行
や
芝
居
・
観
劇
に
招
待
す
る 

○
車
上
運
動
員
（
い
わ
ゆ
る
う
ぐ
い
す
嬢
）
に

対
し
て
、
法
律
に
定
め
る
額
を
超
え
て
報
酬

を
支
払
う 

○
選
挙
運
動
員
に
対
し
て
、
法
律
に
定
め
る
額

を
超
え
て
報
酬
を
支
払
う 

○
法
律
上
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
運

動
員
以
外
の
人
（
選
挙
運
動
を
手
伝
っ
た
人

な
ど
）
に
、
お
金
や
金
券
を
支
払
っ
た
り
、

食
事
を
提
供
し
た
り
す
る

�

�������	
���������	
����

　図書資料の点検を行うため、９月２２
日（月）から１０月３日（金）までは休
館となります。
※休館中の本の返却はブックポスト
へ、��／���は図書特別整理期間
終了後に図書館内カウンターでの返
却をお願いします



１８

　

７
月
１
日
、
那
珂
市
東
木
倉
の

「
清
水
洞
の
上
自
然
を
守
る
会
」か

ら
、
守
る
会
の
活
動
を
県
内
に
広

め
て
く
れ
た
と
し
て
、
五
台
小
学

校
４
年
の
川
又
永
愛
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
又
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ
た

「
だ
い
す
き
わ
が
ま
ち
自
慢
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、「
自
ぜ
ん
あ
ふ

れ
る
『
清
水
洞
の
上
公
園
』」
と
題

し
た
作
文
に
、
公
園
の
美
し
い
自

然
や
、
環
境
を
守
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
思
い
を
綴
り
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

清
水
洞
の
上
公
園
へ
の
思
い
を
作
文
に

爽
や
か
な
空
気
の
中
を
歩
く

　

６
月　

日
、
那
珂
市
体
育
協
会

２７

主
催
第　

回
（
春
）
那
珂
市
民
歩

２６

く
会
が
、
奥
日
光
小
田
代
ヶ
原
方

面
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
く
会
に
は　

人
が
参
加
し
、

７４

新
緑
の
高
原
を
写
真
に
撮
り
な
が

ら
、
約　

㎞
の
コ
ー
ス
を
軽
や
か

１０

に
歩
き
ま
し
た
。
休
憩
時
に
は
、

参
加
者
同
士
の
会
話
も
弾
み
、
歩

く
こ
と
の
楽
し
さ
や
心
地
よ
さ
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
原
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
を
歩

き
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
１
日
、
イ
オ
ン
那
珂
町

店
、
カ
ス
ミ
瓜
連
店
、
フ
ー
ド
オ

フ
ス
ト
ッ
カ
ー
サ
ン
モ
リ
ノ
那
珂

店
で
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女

性
会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
、
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
お
よ
び
海
野
市
長
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
法
務
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
保
護
司
会
か
ら
海
野
市

長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
田
寛
郎
さ
ん
の
悲
願
を
紹
介

　

７
月　

日
、
中
央
公
民
館
で

１３

「
文
化
財
愛
護
協
会
第
２
回
公
開

研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
真
壁
五
所
駒
瀧
神
社
の

櫻
井
崇
宮
司
を
招
き
、
ル
バ
ン
グ

島
か
ら
生
還
し
た
小
野
田
寛
郎
さ

ん
が
始
め
た
自
然
塾
で
の
出
会
い

か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
、
自
ら
千
年

の
森
づ
く
り
に
奮
闘
し
た
体
験
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
小
野
田
さ
ん
の
「
人
間
と
自
然

と
の
共
生
が
活
力
あ
る
日
本
人
を

復
活
さ
せ
る
基
」
と
の
言
葉
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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７
月　

日
、
市
内
の
各
子
ど
も

１９

会
の
健
全
育
成
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
主
催
の
「
那
珂
市
子
ど

も
会
親
睦
競
技
大
会
」
が
那
珂
総

合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
種
目
が「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
」

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
、
優
勝
が
横
堀
Ａ

（
写
真
）、
準
優
勝
が
堀
之
内
Ｂ
、

３
位
が
チ
ー
ム
芳
野
、
４
位
が
瓜

連
上
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
�
ツ
鬼
ご
っ
こ
で
交
流

那
珂
市
親
善
夏
季
野
球
大
会

　

７
月
６
日
、　

日
の
２
日
間
に

１３

わ
た
り
、
那
珂
市
野
球
連
盟
主
催

の
「
第　

回
那
珂
市
親
善
夏
季
野

４８

球
大
会
」
が
那
珂
総
合
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
で
し
た
が
、
２
日

間
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
順
調
に

大
会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
フ
ァ
ン
キ
ー
ス
と

那
珂
市
消
防
本
部
の
対
戦
で
し

た
。
両
チ
ー
ム
の
堅
い
守
備
が
光

り
、
１
点
を
争
う
展
開
と
な
り
ま

し
た
が
、
結
果
は
２
対
０
で
フ
ァ

ン
キ
ー
ス
が
勝
利
し
ま
し
た
。

中
里
自
治
会
地
域
清
掃
活
動

　

６
月　

日
、
中
里
自
治
会
の
有

１３

志
７
人
が
、
道
路
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
繁
茂
し
ト
ン
ネ
ル

化
し
て
い
る
木
枝
の
除
去
作
業

（
こ
さ
払
い
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
枝
は
、
大
雨
や
台
風
時
に
飛

散
し
通
行
の
障
害
と
な
っ
た
り
、

農
機
具
に
入
り
込
み
作
業
の
妨
げ

に
な
る
な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
除
去
作
業
に
よ

り
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
中
里
自
治
会
で
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

自
分
た
ち
で
考
え
た
踊
り
を
披
露

　

７
月　

日
、
来
年
度
か
ら
民
営

１２

化
を
予
定
し
て
い
る
額
田
保
育
所

で
、
公
立
保
育
所
と
し
て
最
後
の

夏
祭
り
「
ぬ
か
っ
ぽ
は
っ
ぴ
い
祭

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
と
て
も
暑
い
１
日
で
し

た
が
、「
お
や
じ
の
会
」
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
年
長
さ
ん

が
見
事
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
振
り
付
け
は

子
ど
も
た
ち
が
考
え
、
お
気
に
入

り
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
扇
子
を

持
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
り
ま
し

た
。
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６月１５日～７月１４日（敬称略）

カトリック那珂教会 １０，０００円
野木利三郎 １０，０００円
匿名 ５，０００円
匿名 １，０００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

� 人の動き �
那珂市の人口（７月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，４６０人 （－２）
　女　　　２８，３９９人 （＋１４）
　計　　　５５，８５９人 （＋１２）
世帯数　　２１，７７３世帯 （＋１３）

○出生　２７人
○死亡　３６人

（６月１日～３０日）

� 国保ミニ情報 �

○那珂市国保の加入者数　１５，７０５人

　（平成２６年６月末現在・

 前月比４人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億３，４８０万円

　（平成２６年６月・

前月比５５８万円減）

※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★事件・事故の発生状況★
（平成２６年６月末）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 １５１件
　負傷者 ２０４人
　死者 １人
※暗くなる前から、反射材を身に
つけましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ２６９件
　　うち　　空き巣 ２４件
　　　　　　自動車盗 １７件
　　　　　　自転車盗 ３２件
※自動車盗多発！
　キー抜き、鍵かけ、忘れずに！
問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０

★火災・救急の状況★
（平成２６年６月）

○火災件数
　　　２件 （本年累計１８件）
○救急出場件数
　　　１４９件 （本年累計９９５件）
※大切な命を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう！

問い合わせ／那珂市消防本部
�２９５－２１１１

�������	
��

�������	
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　７月２日、那珂市建設業協同組
合から設立３０周年の記念として、
那珂第四中学校にクラリネット、
スネアドラムなどを寄贈いただき
ました。
　同校吹奏楽部は現在部員４９人で
活動しており、８月に行われる吹
奏楽コンクールに向けて、寄贈い
ただいた楽器でより一層練習に励
んでいきます。

������

　広報なか７月号（№１１４）２０ペー
ジに掲載しました「交通安全活動を
表彰」の内容に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。お詫びし
て訂正します。
（正）　秋山誠之さん（後台）
　　　　佐藤正子さん（平野）

�������	
���

　７月２日、秋山晩翠（武夫）さ
ん（菅谷）から水墨画を寄贈いた
だきました。秋山さんは４３歳の時
から４０年間創作活動をされていま
す。寄贈いただいた水墨画は、総
合センターらぽーるのロビーに展
示しています。

� 今月の納税 �

○市県民税（普通徴収）  ２期
○国民健康保険税（普通徴収）  ２期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）  ２期
○介護保険料（普通徴収）  ３期

納期限：９月１日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ ���（携帯可）
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●メールアドレス
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●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

７日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

１４日　西山堂慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１５日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

２１日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

２３日　あいざわ循環器内科クリニック
 （竹ノ内）

�２２９－１２３０
２８日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本
部」（�２９５－２１１１）へお問い合わ
せください

９月の休日当番医

日時／９月９日（火）１３：００～１７：００
　　　　　３０日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／９月１２日（金）１０：００～１２：００
　　　　　　　　　　１３：００～１５：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
開設相談／
人権を侵害されている問題や家庭内の
もめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談
日時／９月３日（水）、１０日（水）、
　　　　　１７日（水）、２４日（水）　
　　　９：００～１５：００
場所／
総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所隣分庁舎内）

�２２９－０３０９

人権相談を開設します

心配ごと相談

�������	
���

　７月３日、遠藤安栄さん（福田）
から東日本大震災で被災地に取り
残された犬の生涯を描いた絵本を
寄贈いただきました。
　遠藤さんのご両親が福島県浪江
町で震災にあい、避難するときに
連れてくることができなかった愛
犬が、動物保護団体のかたに引き
取られ、そこで過ごした生涯が描
かれています。寄贈いただいた絵
本は、市立図書館、市立幼稚園、
市立保育所に配布しました。
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３
月
、
８
月
、
９
月
は
、
仏
教
の
世

界
に
お
い
て
お
盆
、
お
彼
岸
の
月
で

す
。
先
祖
を
供
養
し
、
今
あ
る
自
分
を

こ
の
世
に
存
在
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

を
、
改
め
て
感
謝
す
る
期
間
で
も
あ
り

ま
す
。

　

仏
壇
の
あ
る
家
で
は
、
線
香
を
焚

き
、
手
を
合
わ
せ
、
毎
日
お
参
り
で
き

ま
す
が
、
核
家
族
化
の
進
行
で
仏
壇
の

な
い
家
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の

家
も
両
親
と
別
居
し
て
い
る
の
で
仏
壇

が
な
く
、
間
近
に
住
ん
で
い
る
両
親
に

用
事
が
あ
り
出
向
い
た
と
き
は
、
ま

ず
、
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
多
く
の
祖
先
の
血
を
引
き

継
い
で
い
ま
す
。
お
お
よ
そ
の
計
算
に

な
り
ま
す
が
、
１
０
０
０
年
前
（　

世
３０

代
前
）
ま
で
遡
れ
ば
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
は
約　

億
人
の
先
祖
が
存
在
し

１０

ま
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
少
な
く
と

も
日
本
人
は
、
す
べ
て
親
類
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に

助
け
合
っ
た
り
励
ま
し
合
っ
て
、
生
活

す
る
べ
き
だ
と
い
う
思
い
を
深
く
し
ま

し
た
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
重
要
と
な

り
ま
す
。
江
戸
幕
府
が
成
立
し
た
１
６

０
３
年
の
日
本
の
人
口
は
１
２
２
７
万

人
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
１
８
６
８
年

に
は
３
３
３
０
万
人
と
な
り
、
２
０
１

０
年
は
ピ
ー
ク
と
な
る
１
億
２
８
０
６

万
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
口

は
減
少
を
加
速
し
、
２
１
０
０
年
に
は

低
位
推
計
で
は
３
７
９
５
万
人
（
高
位

推
計
で
は
６
４
８
５
万
人
）
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

異
常
気
象
が
顕
著
と
な
り
、
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
環
境
を
守
り
美
し

い
自
然
や
、
豊
か
な
大
地
を
、
そ
し
て

気
候
風
土
を
子
々
孫
々
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
、
今
あ
る
我
々
の
責
務
で

あ
る
と
、
先
祖
に
手
を
合
わ
せ
る
度
に

思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
人
が
新
た

な
市
民
に
な
る
際
に
誓
約
す
る
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

『
私
た
ち
は
、
こ
の
都
市
を
、
私
た
ち

が
引
き
継
い
だ
時
よ
り
も
、
損
な
う
こ

と
な
く
、
よ
り
雄
大
に
、
よ
り
良
く
、

そ
し
て
よ
り
美
し
く
し
て
、
次
世
代
に

残
し
ま
す
。』

 

 
那
珂
市
長　�
�
�
�
�

� ������������������������������������

■コメント
　朝からバランスよく栄養を摂れます。おに
ぎりの代わりにご飯でもＯＫです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

こども食部会の皆さん

朝ごはんをバランスよく
ヘルスメイトさんが作る健康料理  １０７○

�
�
�
�
�
�
�
	
�

■作り方
具だくさんの味噌汁
①大根、ニンジンはいちょう切り、
キャベツは食べやすい大きさにざく
切りにする。ごぼうはささがきに
し、水に浸けてアクをとる。

②こんにゃくは茹で、油揚げは熱湯を
かけアクを抜き細切りにする。

③豚コマ肉は細かく切る。きのこ類は
さっと洗い小房にわけ、ねぎは１��
くらいのぶつ切にする。

④鍋にだし汁を入れ火にかけ、豚肉、
ごぼう、大根、ニンジン、キャベツ、
こんにゃくを入れて煮る。火が通っ
てきたら油揚げを加えよく煮る。

⑤野菜に火が通ったころに、きのこ、ね
ぎを加え、さらに煮る。最後に味噌
�と牛乳を入れて火を通しでき上がり。

厚焼き玉子
①卵をボウルに割り入れよく溶き、合
わせておいたＡと混ぜる。
②フライパンを熱し、油を薄くひく。
③フライパンを中火にし①を２／３流
し込み、半熟くらいに焼けたらフラ
イパンの片方にまとめ、火を弱火に
し、残った①で両面を焼く。
おにぎり２種
①ご飯は水を少し少なめに炊く。
②１／２はかつお節、白ゴマ、しょう
�油で味付けをして、おにぎりにする。

③１／２はツナ缶の油を切りマヨネー
ズと和えたものを具にし、おにぎり
にする。
④あら熱をとったおにぎりを海苔で巻く。

■１人分　４９７����／塩分１．９ｇ

■材料（４人分）
　具だくさんの味噌汁
　大根�…………�６０ｇ
　ニンジン�……�４０ｇ
　キャベツ�……�６０ｇ
　ごぼう�………�２０ｇ
　こんにゃく�…�２０ｇ
　豚コマ肉�……�２０ｇ
　油揚げ�………�２０ｇ
　ねぎ�…………�６０ｇ

　きのこ２種
　しめじ�……�２０ｇ
　まいたけ�…�２０ｇ
　味噌�………�４０ｇ
　牛乳�………�６０ｇ
　だし汁（煮干し）
　�…………�７２０��

厚焼き玉子
卵�……………�４個
だし汁�……�大さじ３
砂糖�………�大さじ２
塩�……………�少々
しょう油�…�小さじ２
酒�…………�小さじ１
油�……………�適宜

おにぎり２種
ごはん�……�６４０ｇ
かつお節�…�１．６ｇ
白ゴマ�………８ｇ
しょう油�……�１２��
ツナ缶�………４０ｇ
マヨネーズ
�……………�小さじ１
焼き海苔�……２枚

�
�
�
��
�
�

Ａ
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【短　歌】白鳥短歌会

ザ
グ
レ
ブ
の 
青
空
市
場 
に
買
い
し

い　

ち　

ば

 
雛 

ひ
よ
こ 

豆 
た
め
ら
い
が
ち
に
芽
を
出
す
葉
月 

池　

田　

美
代
子

ま
め

わ
が
作
る
と
り
た
て
野
菜
け
さ
も
ま
た
曲
が
り
キ
ュ
ウ
リ
に
で
べ
そ
の
カ
ボ
チ
ャ 

大　

森　

勝　

代

東
海
村
に
て
ビ
ラ
ま
き
せ
む
と
友
待
て
ば
子
猫
来
た
り
て
し
ば
し
戯
る 

小　

野　

瀬　

壽

餌
を
与
え
頭
な
で
や
り
名
を
呼
べ
ど
知
ら
ぬ
顔
せ
り
わ
が
家
の
ペ
ッ
ト 

大　

森　
　
　

満

『
肉
体
の
門
』
を
開
け
ば
栗
の
香
の
漂
い
死
す
や
飯
館
村
は 

仲　

沢　

照　

美

真
向
か
い
の
鳶
職
作
業
車
二
台
目
は
「
特
攻
二
番
機
」
深
く
は
問
わ
ず 

草　

野　
　
　

豊

亡
き
母
の
一
生
を
さ
さ
げ
し
小
作
田
は
棄
て
田
と
な
り
て
牛
蛙
鳴
く 

赤　

塚　

満　

夫

す
だ
椎
の
作
る
大
き
な
陰
の
な
か
小
さ
き
椿
の
鮮
や
か
に
咲
く 

中　

崎　

美
登
利

三
反
歩
の
田
植
え
の
済
み
て
振
り
向
け
ば
苗
撫
で
る
ご
と
白
雲
の
ゆ
く 

小　

堆　

弘　

子

パ
ソ
コ
ン
を
開
き
ネ
ッ
ト
に
呼
び
い
だ
す
夫
源
病
と
う
言
葉
さ
が
し
て 

海　

野　

宏　

幸

開
け
ご
ま
と
呟
き
に
つ
つ
星
五
個
の
ナ
ン
プ
レ
を
解
く 
九
十
歳 
の
媼 

加　

藤　
　
　

要

き 
う 
じ 
ふ

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

叶
う
な
ら
添
う
て
揺
れ
た
し
天
の
川　
　
　

真　

崎　

一　

耕

風
鈴
に
短
冊
遊
ぶ
風
の
道　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

三　

風

真
白
な
る
む
く
げ
涼
し
く
暮
れ
に
け
り　
　

栗　

原　

冨　

久

合
歓
の
花
昔
を
語
る
老
い
二
人　
　
　
　
　

塙　
　
　

静　

風

朝
涼
や
御
天
道
様
穏
や
か
に　
　
　
　
　
　

井　

坂　

光　

位

法
師
蝉
鼻
に
か
け
た
る
声
残
し　
　
　
　
　

堀　

口　

泉　

流

大
海
原
大
波
小
波
水
し
ぶ
き　
　
　
　
　
　

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

か
き
氷
む
か
し
の
恋
の
真
っ
赤
つ
か　
　
　

秋　

野　

三　

峰

日
焼
け
し
た
顔
し
ん
ま
い
の
湯
気
の
中　
　

飯　

島　

カ
チ
子

鬼
灯
に
笑
む
口
元
や
二
度
童
子　
　
　
　
　

木　

内　

晴　

絵

露
天
風
呂
に
四
肢
を
伸
ば
せ
ば
赤
と
ん
ぼ　

堀　

口　

白　

流

七
夕
や
思
い
で
だ
け
の
友
と
な
り　
　
　
　

栗　

原　

三　

枝

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。



　国際親善姉妹都市のアメリカ・テネシー州
オークリッジ市の訪問団の皆さんです。那珂
市役所に到着した皆さんは、長旅の疲れも見
せず、カメラの前で笑顔でポーズを作ってく
れました。那珂市では、中学生の家庭にホー
ムステイをしながら日本の文化をたくさん体
験します。　　　　　　　　　　（７月７日）

※
レ
シ
ピ
は
22
ペ
ー
ジ
に
記
載

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る
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笑顔いっぱい
元気にすくすく大きくなってね♪

優しくすなおな子になってね！

明るく元気に大きくな～れ！

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

6/12
生まれ矢野晃理くん

あきまさ

6/12
生まれ小沼晴輝くん

はる き

再生紙と大豆油インキを使用しています。

6/18
生まれ舛田夏海ちゃん

みなつ

朝ごはんをバランスよく




